２　蓬春、英遠、球子－北海道が生んだ日本画の巨匠たち
（同時開催／ふれるかたち、アール・デコの理想郷－ガラスに見る古典と装飾の美、壁の上の冒険－現代作家のレリーフ表現）

会期：平成24年7月20日（金）～9月9日（日）
会場：北海道立近代美術館　常設展示室
主催：北海道立近代美術館
後援：札幌市、札幌市教育委員会
協力：JR北海道

蓬春、英遠、球子－北海道が生んだ日本画の巨匠たち
Hoshun, Eien, and Tamako – Three Nihonga Masters from Hokkaido
本展では、山口蓬春、岩橋英遠、片岡球子という、北海道が生み出した三名の日本画の巨匠の作品を紹介した。
山口蓬春は1893年に福島町（現・松前町）に生まれ、東京美術学校で学んだ。松岡英丘に師事し、戦前は官展を、戦後は日展を主な舞台として活躍。一貫して、やまと絵を基本としながらも、モダニズムを取り入れ、鮮やかな色彩と大胆な構成による独自の世界をつくりあげ、1965年には文化勲章を受章した。
岩橋英遠は、1903年空知郡江部乙村（現滝川市）で生まれ、上京ののちに日本美術院の安田靭彦に師事し、院展を中心に活躍。北海道で育った豊かな経験と自然観照にもとづき、空や大地などの雄大な風景の変化を神秘的に謳いあげた作風によって、1994年文化勲章を受章。
また、札幌市に1905年に生まれた片岡球子は、高等女学校（現札幌北高等学校）を卒業後、女子専門美術学校（現女子美術大学）日本画科に進学、松岡英丘門下の吉村忠夫に指導を受け、25歳で院展に初入選を果たしたが、その後なかなか入選がかなわず、「落選の神様」と呼ばれた時期もあった。しかし、その大胆さを生かした作風を貫きとおし、47歳で大観賞を受賞し院展同人となり、1989年には文化勲章を受章。鮮やかな色遣いと強調された形はエネルギーに満ち溢れ、自由で独自の表現に至った。
　この三名は、蓬春は花鳥画と静物画、英遠は風景画、球子は人物画という、それぞれが西洋のモチーフと日本の伝統画題の融合にこだわり、それぞれの画題の新境地を開いた。この展覧会では、洋画や洋画的表現が隆盛していく時代に、各作家がどのように日本画の役割や主題に取り組み昇華させていったかを中心に見ていくことになった。
　特別展示室では「東山魁夷展」が開催されており、連動して来館者の関心を引きつけた。


●展示構成
各作家別コーナーにわけて紹介した。作家順は展示スペースによる。
Ⅰ　山口蓬春（花鳥画から静物画へ）　
Ⅱ　片岡球子（人物画から面構えへ）
Ⅲ　岩橋英遠（山水画から風景画へ）



ふれるかたち
Touching Sculptures
視覚だけではなく、触覚で美術作品を鑑賞することで彫刻、立体作品の新たな魅力を発見し、作品との対話を深めてもらう展覧会。本年度で13回目を迎える本展では、視覚に障害を持つ方々により鑑賞しやすい環境を提供すべく、ホール（展示室1階入口付近）に作品を展示した。
本展は近代彫刻を中心とした人間像をテーマに、大小のブロンズ作品により構成。同じ材質の作品であっても、時代や作家により、形態の把握や作品の感触の違いは作品ごとに様々であることを示し、それぞれの表現に見られる個性の違いを手で触れることで実感できる展示とするものであった。作品解説パネルには文字のほか点字の解説表示を設け、加えて名画を立体化した美術教材資料「手でみる絵画」を展示することで視覚障害者の美術鑑賞にむけた新たな試みを紹介した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●展示構成
近代日本の彫刻７点を1階ホールに展示。また、同じ空間にて国立特別支援教育総合研究所で考案・制作された美術教材資料「手でみる絵画」を2点展示した。



アール・デコの理想郷 (アルカディア)－ガラスに見る古典と装飾の美
Classicism and Decorative Beauty in Art Deco Glass
　アール・デコとは、1920年代以降にフランスをはじめ国際的に花開いた装飾様式を指すものである。その呼び名は1925年にパリで開かれた「現代装飾美術産業美術国際博覧会 L’Exposition Internationale des Arts Décoratifs et Industriels Modernes」に由来する。それに先立つ、いわゆるアール・ヌーヴォー様式が曲線的で、自然礼賛、反文明を謳ったのに対して、アール・デコは直線的で機械化や産業化を肯定的に受け入れていると言われている。
　「アルカディア」とは元々、ギリシャのペロポネソス半島にある古代からの地域名のこと。高山によって他の地方から隔絶し、後世、牧歌的な楽園にたとえられ、理想郷の代名詞となった。
　20世紀に入り否応なく工業化・機械化が進む中で、新しい時代にふさわしい美を求めたアール・デコ。その時代の空気をストレートに反映し、直線的な構成や幾何学模様の装飾を特徴とする作品が見られる一方、古代以来の表現様式に改めて注目した作品や、古典的なモチーフを現代風に翻案したすぐれた作品を数多く見出すことができる。本展覧会ではアール・デコ期のガラスにおける古典と装飾の美を紹介し、当館のガラス・コレクションの一断面を示すことができた。

●展示構成
コーナーを明確には分けなかったが、作品の主題で「人物」「動物・昆虫」「植物」「抽象・主題無し」のグループでまとめて並べた。



壁の上の冒険－現代作家のレリーフ表現
レリーフは、伝統的には古代美術の時代から建築壁面の装飾などに用いられてきた、浮き彫りを指す言葉である。しかし20世紀になると、ダダイズムのハンス・アルプやロシア構成主義のウラジーミル・タトリンなどが平面上に立体物をコラージュした作品を生み出し、自らそれらを「レリーフ」と呼ぶようになった。伝統的な絵画にも彫刻にもおさまることを拒絶して、四角い平面上の自己表現という近代的な絵画観を、そしてその背景にある人間観そのものまでも問い直す半立体表現への取り組みは、戦後の前衛美術においていっそう広まり、多彩な作品が残されてきた。既知の形や素材から日常的な意味をはぎ取って新たな存在として提示した「オブジェ」のような作品、既成の物体を集積させた「アサンブラージュ」の手法による作品、あるいは絵画表現の探求から展開してきた作品などを、典型的な傾向として指摘することができるであろう。
本展では、当館の収蔵する戦後から現代にかけての作品によって、壁に掛けられる半立体であるレリーフ表現の魅力を探り、20世紀美術に広く見られた特色ある表現について紹介した。  

●作品展示
日本通運株式会社

●会場造作
株式会社クリエート工房

●広報印刷物
ポスターB2判、チラシA4判
[bookmark: _GoBack]デザイナー：畠山デザイン制作室
印刷：株式会社アイワード

●関連事業
[ギャラリー・トーク]　いずれも常設展示室にて午後2時～2時30分
日時：８月１１日(土)、９月８日(土)
講師：中村聖司(当館学芸第三課長)
内容：「壁の上の冒険－現代作家のレリーフ表現」

日時：８月18日(土)、8月25日(土)　 
講師：穂積利明(当館主任学芸員)
内容：「蓬春・英遠・球子におけるモダンと伝統－その画題を中心として」

日時：9月1日(土)
講師：薗部容子(当館学芸員)
内容：「アール・デコと植物文様」

